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トドマツ胴枯病菌の生態観察に就て

亀井専弐

ON THE BIOLOGICAL OBSERV ATIONS OF A DIE-BACK 
DlSEASE OF FIRS AND LAR'CH IN HOKKAIDO. 

By 

Senji KAMEI 

本選に於てはトドマツが養苗，植栽の容易な点で，又カラマヅが生長迅速， J股利良好

な点からで般に造林されていることは今更云うまでもない。然るにこれらの苗木や茎幹に，

胴枯病が発生するために段損される事実は注目に値する。就中トドマツが被害おおく，筆

者の手許に各地から集りている多数の材料を代表する本道7ヵ固に亘る標本目録(第1表)

を見てもその真相が貢かれる。これらの様本や長い間の観察並びに類似薗の記述等から案

ずるに先ず病状としては小形な苦木に;tつては梢端茎葉の萎凋枯死，根際茎部の粗皮，変

形等であるが梢大形の樹木では茎部の皮層組織の病化によって局部の針葉の枯死変色，梢

端の異常樹脂分泌等を来し，所謂 Die-back即ち胴枯の症扶を現ずる。病斑が単に幹茎表

面に局限された小区域に止まるときは，樹皮の凹陥，暗色化，柄子殻発生等の病微により

て周回健全部と明らかに識別することが出来るが，廓大する病班に由って幹茎が一周され

ると，それより上部は一様な病的色調並びに茎表面の粗徳化等の症肢を呈し，健全部との

境界に於てのみ基部の凹陥症肢を認めることが出来る。 かくして或る場合は2-3校，或

る場合は地上部の一半に止ること，全木に亘りて症扶を呈することあり。同一木に於ては

年と共に其の症吠克進を辿ることもある。

次に被害程度もまた軽視できない，即ち苗畑にありて団集し?と仮植苗が彩しく本病に

冒されることがあり，床替苗のうち樫病首が点在して健全苗との対照を鮮明にすることも

ある。また植栽地に於て大面積に亘りて被害木を認むることも砂くない。その他行道樹，

生垣苗，庭円植栽樹等にも多少共発見されるからである。更に本病病原菌の寄主体感染方

法の特質から見るとき傷湊被害部分と密接な関係があり，また執れも結局的には枯死吠に

導かるるため，霜害樹木と本病擢病樹とが其の外観に於て類似することはあるも，前者に

応筆者は北海道場事事火拳生物拳科 教授林拳博士
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第 1表 北海道各地胴枯病 γトマツ様本目録

項 自

番;披
標本隊集地名 同γ1標本樹齢|標本採集年月日

1 北見圏主主車軍部鵠ノl訪天農地主主林地 2-3 1O? 1925 (犬14)

2 天彊圏中川郡豊平蓄市街捕申請土境内 3-4 15? 1950 (昭25)9.24

8 銀Ili苦闘上川郡奥春別シケレベ山岡有林造林地 3 12守 1946 (昭2月8.31

4 石狩園札幌郡首刻村札幌管林署造林地 4 13 1951 (昭26)10.22 

5 後志、闘瀬棚郡今金村瀬棚笹林署前園 3-4 14 1951 (畷26)10.22 

6 副書援国苫小牧市王子製紙合枇坊主山造林地 3-4 15 1951 (昭26)4

7 十勝劉河西部清水管林署遺林地 2-3 10 1950 (昭25)4.26 

於ては少なくとも或る期間後本病の典型的症扶を悉く具現することはない。

筆者は従来この病害に関し野外に於げる観察を続けるとともに実験室内に於ける痛原

菌生態上の試験をも試みた，そしてこの病原薗が G.G. HAHN (3)の記述した Phomo戸is

occulta TRA VERSOに相当するとの見解を抱くに至った。

爾来本病警に関連して部分的発表 (4)(5) (6)をして来たがここには主として従来詳し

くは報告しなかった本病病原菌の培養的性質並びに寄生性に関する過去の試験結果に就い

て述べる c

本報告作成に関し，おおくの援助を示された岡村一郎君，魚住正君，織田虎男君及び

北大農学部演習林苗圃関係者諸氏に対し深い感謝の意を表する σ 又研究の一部を行うに用

いた研究費を受けた文部省科学局に対して謝意、を表し度い.

L 培養試験

本病原菌の培養基上の性質を知らんとして5種の寒天培養基上に純粋培養を行った。

供試菌の本源としては麹煎汁寒天培養基上に生じた柄手殻から出た胞子角を用いた。ペト

P皿に平面培養を試み， 230Cの定温器に容れ， 1週間を経たのちの菌紙発育の駅況を比較

研究したがその結果は次の如し。

1. 玉葱煎汁寒天培養基

(玉都田切片側grを蒸鑓水に浸し 70-即 Cに1時間放置't::)
その穂波に加水し500c巴とし，之に7.5grの寒天を溶解した

一般に菌総の発育良好で，己にペトリ皿lの底面全部に豆り，空中菌絡の量多く，大部

分は倒伏し，毛髪吠又は網}伏の観を呈した， 皿の中央部(径の約三分のー)は他の部より

盛り上り，且つ凹凸を多く生じた。中心部は略白色，周縁部には，務大きな黒色班又は白

色班を現じ，時に放射吠黒色班を認めた。かかる中央部分を皿の裏面からみると灰黒色の

微小隆起十数箇を算した。 1カ月後には菌糸の成熟その極に達したかの如く，柄子穀の発



生を見7ヒ。

2. 馬鈴薯寒天培養基

(剥腕章田小切片とした馬鈴薯附を蒸纏水500ccと)
共に70-80OCに1時間保った後源波を採!J， 更に蒸飽1
*を添加して500ccとし， 7.5grの寒天を溶解した / 
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筒旬菌総は恰かも周縁に到達したばかりであった，空中菌株繁茂して白色を呈した，

或る箇所では菌総が倒伏していた，表面に微小な孔朕陥没部を多く生じた。移植点附近は

僅かに盛上りていた。空中薗総の周縁は波紋を呈した。裏面より見るに，移植点の周囲は

梢黄色を帯びた暗黒色の小区域と化し，皿周縁に近い所は黄白色を呈した，時に微小，暗

灰色点又は短かい陵線も存した。 1カ月後には菌総成熟を了えたかの観を呈しペトリ皿の

中央域に数個の柄子殻を見た。然し同様に処置した他のペトリ皿では，単に白色菌総の集

合した堆服部は生じたが，柄子殻形成を見なかった。

3. 乾杏寒天培養基

(乾杏を細切したもの回grを蒸飽水5ωcc中に2時間浸漬繍)
波を取!l， 之に蒸鑓水を加えて5∞m とし， 別に500c巴の蒸l
鑓水に20grの寒天を湾解し， 爾者tを混合後股脂綿で漉過した/

筒旬菌紛、は未だぺトリ皿周縁に達せず，尚 0.7-1cmの距離を残す程度であった。そ

の周縁は不規則に出入していた。空中菌総は白色，綿毛の如くであった。移植点は盛上り

ていなかった。 裏面は接種点の周縁径約2cmの円吠区域が暗黒色を呈したがそれより外

域は乳白色又は黄白色であった。 1カ月後の菌紛、は全く老化し，己によほど前から柄子殻

を生じていた。

4. 麦芽汁寒天培養基

(持仰を粉砕し， 500ω蒸鱒水とともに 50-
60"Cの下に1時間保ち，業穂波に更に蒸鏑水を加え)
て500eeとし，之に7.5grの寒天を溶解した

筒旬菌線の外縁は皿の周縁から 0.5cmほど内側に達していた。 空中薗総は，移植点

の周囲径2cm程の区域に直立し，白色を呈した。

裏面に於ては移植点附近が多少黄白色を呈するほかは白色又は乳白色であった。 1箇

月後には菌総によって出来た小隆起(或いは柄子殻とも思われた)を数箇生じていた。

5. 粉砕玉萄黍煎汁寒天培養基

(榊玉時15grを蒸館水500叫で60-700Cの下で)
1時間放置後，その穂波に7.5grの寒天を溶解した

空中薗総は一般に薄く， 1週間迄にはぺトリ皿の周縁から 1/2cmの所まで達した，中

央移植点の附近には，径3cmの薗叢があり白色の空中菌絡が直立していた。 裏面は移植

点が乳白色を呈し，他は極く薄い白色菌緑区域を現じた。 1箇月後には小形暗色の柄子殻

を見た。

以上を総括するに本菌の菌総の培養基上の繁茂朕況は，之を1週間後に於て比較する
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と，略ペトリ皿の外縁近くまで到達した。就中生長の良好であったのは玉葱煎汁寒天培養

基で，之につぐのは馬鈴薯煎汁寒天培養基，乾杏煎汁寒天培養基，麦芽汁寒天培養基で，

最も貧弱であったのは玉萄黍粉末煎汁培養基であった。尚麹煎汁寒天培養基の場合は他と

対照的に比較観察しなかったが其の菌級生畏は甚だしく良好であった。

1箇月後に於ては，・大様いずれの培養基にも柄子殻を生じ， 2.5箇月にも及ぶと，薗

線叢は甚だしく老化し，或るものは菌総叢が皮膜肢を呈し，移しい数になった柄子殻から

は，盛んに分生胞子塊を生ずるのを見た。

H.接種試聴

1. 接種樹木

アヲトドマツ (A.M)，カラマツ (L.K¥， アカエゾマツ (P.G)，クロエゾマツ (P.])，ス

ギIC.])およびイチイパトガサハラ (P.T)の7種の幼令樹の校 (A)ならびに鉢植苗木 (B)

を用いた，校の場合は，北大苗圃内植栽木(約30年)の健全な枝(長さ 30cm，径1-2cm)

を1本宛エーレシマイヤ{プラスゴ (200cc)内の蒸溜水中に挿し， 2/3を瓶外に出し， こ

の部分に接種した，合計9本中3本を甲接種法に由るもの 3本を乙接種法に由るもの，

3本を対照とした，又接種用鉢植苗木 (B)はアヲトドマツ 4本 (5年生)，アカエゾマツ 2本

(7年生)，エゾマツ 2本(5年生)，カラマツ 2本 (2年生)の 10本とし，各首木を通じ茎の径

は地際で0.8-1.5cm，接種点附近で0.6-0.8cmであった。 接種時より 4-5目前苗畠か

ら移して鉢植とした。

2. 接種方法 次の4種の方法を用いた。

(甲) 接種木局部表面を水道水で洗練し， 1000倍昇示水を浸した滅菌ガ戸ゼーで拭い，

更に滅菌水で十分に洗った，その後西洋剃万の刃の方を瓦斯火焔で赤熱し，これで局部

樹皮面に+形に，略木質部に達する位な深さの傷を付け，殺菌した針の尖で皮層組織を持

ち上げ，其の下に本菌の胞子液(殺菌蒸溜水6cc中に，別に麹汁寒天培養基上に約2筒月

培養後に得た本菌分生胞子角十数簡を混じ， よく捜持したもの)5掬い(長さ 7mm，幅

3mmある楕円形の接種ニクローム線耳を用いて掬うた)を移植した。 接極液1滴を載物

ガラス上に取り鏡見するとき視野中に略100箇の胞子を数え得た。

(乙) 甲法と同様にした接種箇所に， 麹寒天培養基上に培養後繁茂した新鮮な菌続、を

移植した。

(丙) 甲法の如く赤熱西洋剃刀刃で切傷を付けたのち，更にその局部樹皮表面を瓦斯

火焔で軽く笑りてから甲法と同じく接種した。

(丁) 赤熱西洋剃万刃で切傷を付け，無接種のもの。

3. 接蓮実施場および接種後の処置
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第 2表 トドマツ胴枯病菌接種試験結果

富野蓄 ;:1擁護霊|普官|雲青島私智| 備 考

1" 際Z2226P。日議室'ω模型znし連想
A.M1 1 A 1 甲 111/8'44"7-8 • 18-19 ，んど一周する如〈病班廊大，病涯最長部12cm，節

を越えて病理住機大柄子殺は切口附近のみならず，可
王成遠方にも出現した。

竺:Jニヨコ二l三仁三 l二一，-~~- 二二二二
A.Ma Iグ!グ " 7-8 

1 32日後接種筒所樹皮救縮す。 190日後の病斑は全刷
A.M4 1 B 1丙 2町9'45 1 11 32 1 3.4 cmの茎上で6.7*x 1.6-1.9 cm.惨状病斑が螺旋
二一一一一」一一.._-一一一一一一1___1_些巨望坐れた59旦目竺禄整
A.Md 川七 11 +?i190日後の病班は 8.3x1.7cm 

ー瓦-;-[~'---;-ーτ一|一一|15百西正正爾認む二両扇}i:.'1'-~ζ明瞭だ
し竺?一二_12_1_二一一一一| 一旦塑明暗'1'，傷t:邸主治癒す竺叫し。
川1.M1 グ1 グ IJ I + 1 ー|同上

同ザ~I~工1ュJ二二)時吟
I L.K1 グ|丙 IJ I +?-i'. ! 

グ2司L仏グ I" 1 グ 1 -

云Jr;T'~-I" 1二一|一 I
R品川グソ I---I ---! 
品川グ川¥---!一|

土ヤヒl七割?竺9'451二 37 竺手引い竺一 一一一一一一

竺り!三Jf」-L|二ーしづJ向日竺日一一一一 一一一一
A.Mu 1グ 1" 1 グ +?'. 37 I病嵯2.7x1.3cm病班上端一部に柄子殻出現した。

ml一一一一一__1，一一斗 (一一一一----一一一一一一一 一一ぃ iン]一一1+ I-~i 概2.0x1.3cm樹皮下に柄子殻を認む。菌糸の存ιι げ(グ" + I 46" 在も認めた。

L.K瓦:-1同7司I~τプつ一1l片只7可1-461謹吾説i?戸天冠羽1.4-c一
b耐岬戻下而ι桶幅議蔽友E柑t靖臨菌耐恥扇耐を一

Zι l7戸7司l二引1下←7円I+可l
111日目に樹E皮昆副4椴k縮， 1郎68目の病域班E4.8x1.2 cm明ら

A.M12 1 B 1丙 119/10'451 16 1 44 1 かに樹皮の色境化す。 1538自の病理陸8.7x1.4巴澗
1 (閏周2.9cm)

一一一一一l一一一一一「一「一一一一lli両極雨漏瑳白川瓜而均百五議取.4x扇面垂

lV I A.Mm Iグ|グ グ 16 

ょん1~1司- ~;--r-=---i 

十

の周圏は3.8cm，165日後に接種笛所よ P上方に明らか
に霊違法した病理Eを認めた。多(の柄子殺を現じB胞子
が多〈あった。叉この病班は節を越えて上方にも登達
し169日目には病理Eの長さ 7cmに主義し金周に及んだ
叉この部ょ p出たる枝5本中2本は己に枯色を示し葉
は萎凋した。 2本は金枯，針葉を付けなかった。

A.Mld I A I丙 [17/2'461 +? I 30 1雲監諸説諸諸哩言語評議訳?皮
v 
1 C'~l I " I " I三二三二工二二二二
P.Tl グ|グ 一宇 病班らしき凹階部を認めたが柄子殻は生じなかった

* X印の左長さ，右は躯cmtこて魂わした
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接種樹木Aの場合は実験室内(昼間最高240C，夜間最高150C)に静置した， Bの場合

は，接種後2週間は上記室内に静置したが，その後は時々露地日蔭の所に移した。

又接種したのちは樹皮をもとの如く畳み，殺菌蒸溜水で湿潤にした清潔なガーゼ片で

覆い，更にその上をパラフヰシ紙で包み，上下を木綿赫で縛った，又接種4日後に包紙を聞

いて，蒸溜水でガーゼが韓かに湿める程度に供水し，其の後も不定期に供水を繰返えした。

4. 接種試験結果は第2表の如し。

以上接種試験の結果を繰合すると次の如くなる。

1. 焼傷を与えて接種した場合は奏功した，単なる切傷は必ずしも奏効しなかった。

2. 病班は按穫後10日前後に現われ，次第に拡大した。 拡大は上下の方向に速かで，

速いときは1日平均0.4cm遅いときは0.04-0.07cmであった。左右の方向にははるかに

遅かった。切枝と鉢植樹木では，後者が遅い様であった。柄子殻出現は3週間前後であっ

た。これも鉢植樹木の方が遅い様であった(第2表I-V参照)。

3. 冬期間室温が零度以下に下ることがある実験室内に置いた供試鉢植樹木に於て徐

々として病班が進展して行った。

4. A.M13にありでは接種後165日後 (4月2日)に生じた胞子角の中にB胞子を多々

現じた。これは高温になったためか(1.p.104-105)否か決定することが出来なかった。

5. 野外で本菌に害を受けている十ドマツ及びカラマツには接種奏効を見たがクロエ

ゾマツ，アカエゾマツ，イチイパトガサハラおよびスギには本試験に関する限り接種奏効

を見なかった。

摘要

1. 北海道各地に於て発見されるトドマツ胴枯病は不完全菌類， 擬球殻菌族の一種

Phomopsis occulta TRAVERSO と鑑定される菌類に因って惹起されることは己に報告 (4)

(5) (6)したとおりであるが，本報告では本菌の A-型胞子を用いて行った人工培養基上の培

養試験並びにトドマツほか5種の針葉樹に対する接種試験を通じての観察結果を述べる。

2. Aー型胞子から得た菌総をペトリ皿内で5種の培養基上に移植し， 23-250Cの定

温器内に置いて 1週間後に於ける菌叢の発育肢況を比較したが，玉葱汁寒天，馬鈴薯汁

寒天，査寒天，麦芽汁寒天，粉末玉萄黍汁寒天培養基の順に良好であった。いずれの培養

基上でもおおくの場合2-3の初期柄子殻と見られる隆起を見たが， 胞子角を生ずるに至

らなかった 1カ月後ではおおくは'薗耕、の成熟が極度に達し，普通に柄子殻を現出した，

更に畏期に亘りて培養した場合例えば麹汁寒天培養基に於ては 70日後にいたりて多数の

柄子殻と胞子角を生じた (7図参照)。

3. A-型胞子塊を用い， 合計5固にわたりトドマツほか5種の鉢植苦木及び水に生
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けた茎に対し接種試験を行った結果は次の如し。

i. アラトドマツ，カラマツには奏効したがクロエゾマツ，アカエゾマツ，スギには奏

効しなかった。イチイパノトガサハラでは接種部に凹陥区域を生じたが柄子殻を生ずるに

翌きらなかった。

ii. A-型胞子でも， A-型胞子から生じた菌総でも接種が可能であった。

iii. 鋭利な剃万で傷を与え，その部分の樹皮下の組織を瓦斯火焔又は赤熱した剃万の表

面をふれて焼煮したのちに胞子を移植したときは接種奏効を見たが，単なる切傷を与えて

その樹皮下に移植したときは奏効しなかった。

iv. 奏効の場合には胞子接種後約10日で移植箇所並びにその附近の樹皮変色， 凹陥，

樹皮取締などの特徴を示す病班を生じ， 20-40日後に柄子殻を現じた。柄子殻は単に接種

点附近の樹皮ょに限らず，比較的速い所にも生じた，又全く別の病斑を作りて柄子殻を生

ずることもありた。

v. 病班区域の拡大は，夏秋の候は比較的速かであったが，冬期で最低温度がOOCに下

るほどの室内に置いた首木にあっても徐々として行われた。例えばアヲトドマツ苗(A.Md

にありては10月19日移植後153日をへた3月21日に病班の長さ 8.7cm，幅1.4cmを算

した。 1日平均の病班拡大度は5回の試験(トドマツ 4本，カラマツ 1本)を通じ縦方向に

は 0.4-0.6mm，水平方向に0.09-0.4mmであった。

vi. 病班は常に茎の畏軸に添うて長く，直径の方向に短かくあった。

vii. A-型胞子は病班上初期の柄子殻内に生じ B-型胞子は末期の柄子殻中に見られた.
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Summary 

1n Hokkaido， a fungus tentatively identified as Phomoρlsis occulta TRA VERSO 
has found very commonly on young plants of Todo・fir(Abies Mayriana M. et K. 
and Abies sachalinensis FR. SCHMIDT) and less frequently on those of ]apanese larch 
(Larix Kaemρiferi SARG.) causing stem-canker or die-back disease throughout the 
growmg season. 
1n about 10 to 20.year-old transplanted sapling stems， the die-back sympを:omis 
usually distinct disclosing copious pycnidia over stem surface (Fig. Z)， while加 much
smaller seedlings such as those in .the nursery beds， shoots bearing dおooIoredfoliage 
were often found bending downward， the root clotches of which mostly were re-
vealed to be attacked. 
Is01ations of A-type spores were repeatedly made and with them the compara-
tive cultures were made on each of 5 different kinds of media. The order of出e

media， on which comparatively good growths of the mycelia resulted， makes the 
sequence of onion dec∞tion agar， potato juice agar， apricot agar， malt agar， and 
corn meal agar. 1n rice leaven (Koji) agar， the mycelia also grew very vigorously; 

and also in culture tubes and dishes containing the media many pycnidia were seen 
after 20 to 70 days (Fig. 7). 

1noculation experiments with A-type spores and mycelia were made on smaI1 
seedlings as well as on detached twigs of six species of coniferous trees， viz.， Abies 
Mayriana M. et K.， Picea jezoensis CARR.， P. Glehni MAST.， Larix KaemPferi 
SARG.， Cryptomeria jaρonica D. DON and Pseudotsuga taxifolia BRITT. 
Successful results were indicated only on Mayrian fir and ]apanese larch when 
bぽhspores and mycelia were used (Table 2). 

The inoculation has succeeded in a wound cut with a sharp knife which again 
was burned with gas heat or red heated knife blade while the inoculation remained 

negative when the wound was inoculated as cut. 1n the successful inoculations， 
the typical lesions were produced after some 10 days and the pycnidia after 20 to 40 
days. The lesion has developed much quicker in longitudinal direction of the stem 
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and far slower in horizontal direction. In Mayrian fir No. 12， the lesion after 153 
days was 8.7 cm vertically and 1.4cm horizontally. The rate of enlargement per 
day， averaging 5 experimental cases， was 0.4-0.6 mm in longitudinal direction while 
it was 0.09-0.4 mm in horizontal direction. 
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圃版説明

1. 鉢植アヲトドマツ苗木(ほA

柄子殻よ p出た分阜胞乎(凶A一型)を以て接種し其後の病現班E廊大紋況を示す(幡稀綴小t。
第一回印付接種後初日 第コ回印付接種後 63日

第三回印付接種後 94日

第五回印付接種後153日

第四回印付接種後125日

2. 北大農拳官官演習林苗圏内植栽アヲトドマヅ幼齢木茎幹被害の扶，枯哨病班上に柄子殻

を無数に生じ，此病粧が下に向って進展して行〈状況が示されている(縮'Ho
3. 鉢植アヲトドマツ苗木 (A.M4)に昭和15年9月258麹寒天培長室上の槙子殻より出

たる A-'型胞子を接種後病班廓大紋況を示す l質物犬)。

第一回印付接種後11日 第三回印付接種後23日

第三回印付接積後42日 第四回印付接種後578

4. 切枝アヲトドマツ (A.MIlに昭和15年8月11日に麹寒天埼養護上柄子殻ょ p出た

A-'型胞子を接種後の快況(縮少)11日で病班現じ19日で樹子殻を生じ30日で病嵯が

撃を一周した。柄子殻を多〈生じ胞子角を生ぜる所が示されているo

5. 鉢植アヲトドマツ苗木 (A.M5)に昭和15年9月25日に焼傷を輿えた後59EIで完全

に治癒した所を示す(約賓物犬)。

6. ベトリ血中総寒天培養基上に A~型胞子移植後繁茂した菌糸を示す。 備柄子殻を生ず

にる至らず傭少)。

7. 試験管内麹寒天培養基上に A~胞子移植後初日の扶の模索苦闘(積層星大)己に柄子殻

を多重主生じ叉胞子角を生じた所を示す。

Explanation of plate. 

Fig. 1. A Mayrian fir seedling inoculated wiぬ A-typespores of Phomopsis 00-

cultα， showing lesion demarcation on stem surface; 1: 30 days， 2: 63 days， 

3: 94 days， 4: 125 da同 5:153 days after inoculation tReduced). 
Fig.2. Anoぬertre邑inthe open atl'ected by the same disease showing copious 

pycnidia and gradual invasion downward (Reduced). 

Fig. 3. Another seedling inoculated with A-type spores showing lesion demarca-

tion; 1: 11 days， 2: 23 days， 3:必 days，4: 57 days after ino巴ulation

(Natural size). 

Fig. 4. A detatched twig of Mayrian fir inoculated with A同typespores， 30 
days after inoculation， showing ∞mplete engirdling of七hestem by the 
lesion and abundant pycnidia p~叫uction. (Slightly reduced). 

Fig. 5. A Mayrian fir seedling cut on the st日m surfaee treated wi也 burned

knife blade but not inoculated. Completely healed after 59 days (Natural size). 

Fig. 6. One week-development of mycelia of Pho明 opsisoccult，αon Koji-agar 

(Reduc色:d).

Fig. 7. Seventy days old culture on Koji-agar showing many pyenidia and spore-

horn therefrom (Slightly岨 larged).



Plate 1. 


